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ゆとりの数量的表現に関する一考察（り  
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要な時間亡は，Ⅳ（g）の逆関数を用いて£＝Ⅳ‾1（ぴ）  

で与えられる．   

現実には．処理能力c（諾）をすべての苫（≧0）につ  

いて完全に把握することは困難であるため，C（£）を  

定数c（＞0）で代用してスケジュールを立案すること  

が多い．このとき，量がl〃の仕事を処理し終えるま  

での時間はt．＝ぴ／cとして推定きれる・このため．  

スケジュール上の完了時刻㌔と式亡＝Ⅳ‾1（可から  

求められる実際の完了時亥りには，d＝f．一亡なる大き  

さのずれが生じることとなる．   

また．仕事量wと納期dから必要な能力を次式で  

算出することも可能である．  

モ＝ひ／d  
（2）‘  

式（2）のeを，以下では平均必要処理能力と呼ぶこと  

とする．式（2）の平均必要処理能力が  

e＞c（ェ），0≦〇≦d  

を満足する場合には．この仕事を納期までに完了させ  

ることはできないこととなる．同様に，任意の時刻∬  

におけるシステムの最大処理能力を瞬間般大処理能力  

と呼び，これを定数cu（≧c（£），エ＞0）で表すと，量  

がぴの仕事を処理するには，少なくともtmin＝叫／c【ノ  

なる時間が必要であることとなる．このことから，  

㍍血＞d   

である場合にも，この仕事を納期までに完了させる  

ことはできないこととなる．但し，瞬間最大処理能  

力cuを使用できるのは有限の期間に限られており。  

この期間を超えて瞬間最大処理能力を使用すること  

はできない場合が多い．   

現実には，仕事を完7させるまでの処理時間がラ  

ンダムな振る舞いを示すことは容易に理解できる．そ  

の要因については4で考察することとし，以下では  

処理時間のランダムな振る舞いに注目する．   

乱 ゆとり   

ここでは．処理能力Cのシステムが，量がlγの  

仕事を納期βまでに処理する場合について考え．処  

皿。 はじめに  

教育における「ゆとり」が公式に取り沙汰されて  

から6年が経過し，十分に議論されないまま2002年  

度に見切り発車となった．ここでの「ゆとり」は定量  

的な印象を与えつつも定性的な概念であり，これを  

計測するための具体的な尺度は現在までのところ存  

在していない．定性的な概念のまま「ゆとり」の必  

要性が主張されているのは．教育分野に限ったこと  

ではない【1ト本研究では，「ゆとり」の測定や比較を  

可能とする体系の構築に寄与することを目的に，「ゆ  

とり」の数量的表現に関する一方法を提案する．   

一般に，「ゆとり」は   

0仕事量．処理能力が与えられている場合の時間  

に関するゆとり   

○処理能九時間が与えられている場合の仕事量  

に関するゆとり   

○仕事量．時間が与えられている場合の処理能力  

に関するゆとり  

に分類することができる．以下では，これら3種類  

のゆとりに対する定量的表現を展開する．また．こ  

れら3種類以外にも経済的ゆとり，精神的ゆとりな  

どのように他の形容詞を伴ったゆとりが使われるこ  

とがある．ここでは．ゆとり教育ばかりでなく経済  

的ゆ七り，精神的ゆとりついても，上の3種類のゆ  

とりを用いて考察する．   

2。仕事量，処理能力9 処理時間   

ゆとりについて考察するにあたり，仕事の量と仕  

事を処理する際の処理能力．処理に要する時間の関  

係を明確にしておく．時刻〇におけるシステムの処  

理能力を諾に関する連続関数c（諾）で表し．このシス  

テムがf時間動作したときの仕事最Ⅳ（りの関係を次  

のように定義する．  

上l  

c（ェ）血  （1）  ll’（り＝  

また，同じシステムを用いて，臭がlγ＝uであるよ  

うな仕事を処理するとき，仕事が完了するまでに必  
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理能力C＝C，量Ⅳ＝叩，納期β＝dが与えられた  

ときの仕事をノ（c，叫d）と表す．この上で．ノ（c，ふ，d）  

の処理が完了する時刻を連続の確率変数ズで表す．  

更にズの分布関数をダ（ェーcル）で表し，ダ（可c，ぴ）の  

密度関数をJ（JIc，可で表す．なお，ノ（c，叫d）を納  

期dまでに完了させることを達成（achievemcnt）と  

呼ぶこととする．   

以上のような記号のもと．ゆとりを次のように定  

義する．  

定義1「ゆとりがある（ない）」とは．仕事ノ（c，叫d）  

において．円滑な処理を妨げる可能を有した予期せ  

ぬ事象が発生しても，これらを吸収し．ノ（c，叫d）を  

納期dまでに完了させられる可能性がある水準以上  

である（ない）ことをいう．   

以下では上に述べた可能性を確率を用いて表現す  

ることとし．ノ（c，町d）が納期dまでに完了する確率  

pが，p＜poを満たすとき「ゆとりがない」，p＞po  

を満たすとき「ゆとりがある」と呼び，このp。をゆ  

とりの臨界確率と呼ぶこととする．但し．0＜po＜1  

である．このときゆとりの大きさAを次のように定  

義する．  

定義2   

A＝〈；，＿p。，■芸；器  
なお．p－pOの代わりに（p－pO）／（1－pO）を用いる  

ことも可能であり．これをゆ上りの大きさの正規化  

表現と呼ぷ．   

臨界確率がどのような値であるのかについては個  

人差があり，しかも主観的である．また，同じ個人  

でも対象とす手仕事によって，臨界確率が異なると  

考えられる．しかし，対象とする仕事が与えられた  

とき，いずれの個人にもこうした臨界確率が必ず存  

在するものとする．   

3．1 時間に関するゆとり  

ここでは．処理能力及び仕事量が与えられており  

変更不能である場創与ついて考える・J（c，叫d）が納  

期dまでに完了する確率（達成確立）は納期の関鱒と  

みなすことができ，  

賞（d）＝ダ（叫cパ〟）＝p（≧・0）   （3）  

で与えられる．すなわち，巧（d）は分布関数F（ 

そのもので与えられ，dに関して非減少である．式  

（3）のpがp＜poを満たすとき，p≧ 

納期dを大きくして，・∂（＞d）に変更することを考え  

る．このとき，J（c，町∂）のゆとりの大きさは  

ん（J）＝ダ（可c，ぴ）－pO  （4）  

である．七こで，昂（d）＝叩Icル）＝p。を満足する  

ようなdをd＝ゐと書くこととすると，より一般的  

に，時間に閲す去ゆとりの大きさ．At（古）は   

At（∂）＝ ；（5）  

となる．   

（慧（恥…。，；霊  
3．2 仕事量に関するゆとり  

ここでは．処理能力及び納期が変更不能である場  

合について考える．・仕事J（c，叫d）の達成確率J㌔（w）  

は，分申開数F（神川）をパラメータひの関数とみ  

なすことで  

凡，（w）＝ダ川c，ぴ）  

と与えられる．一般に，F（dIcル）はひに関して非増  

加である．ここで，J㌔（ぴ）＝ダ川cル）＝poを満た  

すような仕事量ひをひ＝ひ。と書くと．仕事量に関  

するゆとりの大きさは   

仙）＝ 〈慧（。t。，両。，．：；：： （6）  

と与えられる．   

3．3 一処理能力に関するゆとり   

仕事量及び納期が変更不能である場合について考  

える．仕事J（c，叫d）の達成確率8（c）は．分布関数  

ダ（叫c，－〃）をパラメータぴの関数とみなすことで  

た（c）＝ダ（dlcパ〟）   

と与えられる．一般に，ダ刷c，l〃＝まαに関して非減  

少である．ここで，ろ（・C）＝ダ（dlc，U）＝poを満たす  

ような処理能力cをc＝旬と書くと，処理能力に関  

するゆとりの大きさは  

0，  7＜旬  

ダ（dl7，W）－pO，7≧旬  
（7）   A。（7）＝  

となる．  

－9I－  
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